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Abstract

　We 　 ana ］yzed　fruit　and 　sccd 　scts 　a 且er 　selI 」pollillati〔川 in　3　 appk 　 cultivars．　Between　 l　998　 and 　2001，we 　 carricd 　 out 　 seltL

poUination　of 　cultivars 　Megumi ’
，
‘Or1パ and 　T 旦li

’
，　which 　exhibit 　difFerent　Ievels　of 　self−incompatibility．　In　addition ，　we

carried 　out 　self−poll1nation　of
‘Fujゴ using 　X−ray　irradiated　pollcn．　Solf」pollination　of

‘F旦li
’
showed 　percentagcs　of　fヒuit　sets

ranging 　from　O　to　45％ o馬℃ r　4　years．　In　contrag ．　g　sclf−pollination　of
‘Megum ゴand

‘Oriゴ showed 　hig
’
her　percentages　runging

rrom　40　to　48％ in　the　2nd　ycaエ and 　from　l　6．3　to　38％ in　the　3「d
　year．　Thcrc　wcre 　no 　dj「ferences　in　fruit　set　bet“，een 　cxpcriments

using 　X −ray 　irradiated　potlen　and 　non −irradiated　po］［en．　
‘Mcgumi’showed 　dユe　production　of　seedcd 　fセults，　however，　most 　of

‘Orin’resu ！tcd 　in　thc　product圭on 　off 予uits 　wit ｝10ut 　seeds ，　We 　carried 　Dut　sclf」 and 　n⊂）11−pollination　of
‘Orin’．　resulting 　in　a　high

percentage　of 伽 it　set　on 　averagc 血 all　cases ．　All　trees　showed 　fruit　but　no 　sccd ．　Thege　results 　demonstrated　that℃ 「ill’POsscss
autollomic 　 and 〆or　 stimulative 　parthenocarpy．　 From　 selfLpollhlation ｛｝f　T ゆ

’
，　 we 　 obta ／incd　 lnany 　progenies廿 om 伽 its

contailling 　seeds　by　thc　application 　ofembryo 　cuhure ，　however，　thc　pcrcentages　of 　seed 　set　in‘Fuji’werc 　lcss　than　those　in
［Megumi ’．PCR 　amp ［itlcation　using 　S−allele−specific 　primers　showed 　the　possibility　tha［somc 　proguly　were 　derived恥 m 　selP

colnpatible 　fertilization．　These　 selfLpo1 ［inated　plan匸s　were 　grown　in　green　house，　however，　some 　plants　 showed 　abllormal

phenotypjcapPcarallces，
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緒　　言

　 リ ン ゴ 品種 の 多 くは 自家不和合性 を有 し て い る た め ，結

実量を 確保す るた め に は受粉樹 の 混 植 や人 工 受 粉 が 必 要 で

あり，自家結実性品種 の 育成が望 まれ て い る．リン ゴ は配

偶体型 の 自家不和合性を示す が，こ れらは S遺伝 r一座の 複

対立遺伝子 の 作用 に よ っ て 説明さ れ て い る．例え ば
，

‘
ふ

じ
’

の S 遺伝子型は （SISg）で ある が，こ れと同
一

の 遺伝

f型を持つ 花粉 は 自家花粉と して認識され，受精で きな い．

　しか し，リ ン ゴ 品種 の なか に は
‘
恵
’

の よ うに 自家和合性

の 高い 品種 もあ る （滯 藤 ら，1978；山 田 ら，1971）．石山 ら

（1981），佐藤 ・石山 （1993） に よ る と，そ の 自冢結実
・
陸は

後代に 遺伝す る と され てお り，
‘
恵 を交配母本 とした 自家

結 実性 品 種 育 成 の 試み も な され て い る．また ，口本 ナ シ の

2006 年4 月 3 日 　受付．2006 年 6 刀 27 凵 　受琿．
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‘
お さ二 十 世紀

’
（S2S4）は 雌しべ の S諺量伝子 の 変異に よ る

自家和合性変異体 〔佐 々 ら，［996）である が，こ れ を交配

母本 と した 自家和合性品種育成 の 試 み も な さ れ て い る，

　人為的 な 自家不 和合性打破 の 試み と して ，Van　Nerum ら

（2000）は，リ ン ゴ
‘
Elster

’
〔S3S5〕に S3遺伝 fをセ ン ス また

は ア ン チ セ ン ス で 組み 込 ん だ 形質転換体 を作成 し，そ の 形

質転換体が 白家結実性 を示 した こ とを報告 し て い る，遺伝

子 組換え 以 外 の 手 法 で は，Lewis〔1949）が オ ウ ト ウ
‘
Emperor

Francis
’

（S3S4）に
‘
Napoleon

’
〔S3S4）の X 線照 射花粉 を受粉

し て ，自家和合性を示す後代実生 を い くつ か 得 て お り，こ

れ らの 戻 し交配や他Wu種との 交配実験 の 末，白家禾「「合性品

種
‘
Stella

’

の 育成 に 成功 して い る （Lapins，1970）．こ れまで

の 研究 で
‘
Stella

’
を始め とす る 自家和合性品種は

‘

Napoleon
’

〔St．S4） の 花粉に 放射線照射し て S4 ハ プ ロ タ イ プ の 花粉側

因子の 変異誘発に よ り，自家和合性 に な っ た と考え られ て

お り 〔池 田 ら，2003），自家和合性品種 の 育成 に 利用 され て

い る．そ こ で ，壽 ら （1999） は H本 ナ シ 品種
‘
長十郎

’
及

27
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び
‘
ゴール ド、：十世紀 の 未熟花粉 に ガ ン マ 線を急照身1し

て 自家利合性個体 の誘発を試み て い る．また，同様 に 〔独）

農業生物資源研究所放射線育種場 の ガ ン マ フ ィ
ール ド に

裁植 して い る
L

長十郎
’
，

」
二 卜世紀 ，

‘

翠星 や
‘
幸水

’
に

ガ ン マ 線を緩照射 し て，それぞれ の 樹 か ら採取 した花粉を

自家受粉あ るい は 不和合の 組み合わせ で 交雑して，自家和

合性個体の 誘発 に も取 り組 ん で い る．そ の 結果 ， 頻度 は低

い なが らも結実果が 得られ，後代実生 も得 られ て い る 〔壽

ら，2000）が ，和合性個体の 育成報告 は まだ な され て い ない ，

　木試験 に お い て，前述 の 口本 ナ シ と同様 に リ ン ゴ の 自家

和合性個体を獲得す るた め，自家結実性程度の 異な る 3品

種
‘
ふ じ 

‘
王 林

’
お よ び

‘
恵
’

の 自家 受粉 試験 を行 うと

と もに，
‘
ふ じ

’
に 対す る X 線照射花粉 の 自家受粉 を試 み

た．また，結実 した果実の 種 rか ら胚培養に よ り発芽 シ ュ
ー

ト を得 る と と もに ，後代実生を養成 し，S 遺伝 f型判定 に

よ り個体識別 を 行 う と と もに 自家受粉由来後代実生 に つ い

て，遺伝子解析 お よ び特性調査を行っ た，

材料および方法

1　リン ゴ
‘
ふ じ

’
，

’
王林 お よび

‘
恵 の 自家受粉 に よる

　 結実率お よび種子数の 調査

　 リ ン ゴ 3品種
‘
ふ じ

’
，

‘
王 林

’
お よ び

‘
恵 の 成木 （約

10年生，台木 M26 〕を用 い て 自家受粉試験を行 っ た、試

験は 1998 〜2001 年 グ）4 か 年 に わ た り行 っ た，開花 1週間

前頃の 蕾か ら葯を採集し，25
°C の イ ン キ t・．ベ ー

タ
ー

に 2 日

間静置して 開葯し，花粉 を 調製 した．得られた 花粉を開花

直前の 蕾の 雌 しべ に 自家受粉 し，他家受粉等を 予防す る た

め に パ ラ フ ィ ン 紙袋をか け る とともに除雄 した，

　なお ，
」
ふ じ

’
は 非照射花粉 の 自家受粉 の 他 に X 線照射

花粉の 自家受粉も行 っ た ．X 線照射花粉 の 調製は 採集 した

葯に 0．2kR ・min 　
1

の 線量率で 100 また は 200 分 の 線量 を急

照射し，そ れ ぞれ 20kR お よび 40　kR 照射花粉 と した．そ

の 後25°C の イ ン キ ュ ベ ータ ー
に 2 冂問静置 して 開葯 して，

花粉を得た．こ れ らの X 線照射花粉を非照射花粉 と同様 の

手法に よ り，自家受粉 した．受粉か ら約 3 か 月後 に 処理 区

ご と の 結実数を 調査 し，採取 し た 果実の Pt・r一数を調査し た ，

2　
‘
王林

’
の 受粉様式 の 違 い に よ る結実調査

　1の 試験 で
‘
王 林

’
の 白家受粉試験区で結実果が 多く得

られ た が，そ の ほ とん どが 無種子 の 単為結果で あ っ た．そ

こ で，こ の 単 為 結 果 性 を 明 ら か に す る た め，（1）除雌，除

雄，無受粉，〔2）除雄 ， 無受粉 お よび （3）除雄 ， 白家受

粉，の 3処理 lx二を設け，受粉試験を行 っ た．
‘
王林

’
の 開花

1週間前頃 の 蕾か ら 葯を 取 り出 し，25DC で 2 日間，開葯し

て 受粉用花粉を調製 した．こ れ らの 花粉を 同
一樹の 開花直

前の 蕾 の 雌 しべ に 自家受粉した，な お，すべ て の 処理区に

受粉後，被袋栽培した．受粉か ら約 40 日後に 各処理区 ご と

の 結実数 を 調査し，果実を採取 して ，そ の 形態お よ び 種子

数を 調査 した．

第 1 表 　自家受粉に よ る結実状況 と種子数お よ び胚培養で 得 られ た 後代実生数

結実果

　 試 験 条件
　 　 　 　 　 　 　 試験
交配組み A わ せ
　　　　　　　 年次
　〔照射条件）

交配

花数

結 実　 結実率

果実　　〔％ ）
　 　 　 　 　 　 　 無 種子

　　　　　　　 果数

有種子巣
1 果

当た り

種子数

胚培 養

他家
乙

白家
z

果数　　種 予数　　果 数　　種 子数

供試　　後代

種 f’数 　実生数 y

‘
ふ じ

’

（非 照 射）

1998　　 　 50
1999　　　 112
2000　　　 114
2001　　 100

0510 0，0450

，90
．0

一
〇

〇

10 20 41 41 00 rOI 4Ul

‘
ふ じ

’

〔20kR ）
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1999　　 104
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0

1

0
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0
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4
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1．0
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‘
ふ じ

’

〔40kR 〕

1998　　　 50
［999　　 　 74
2000　　　108
2001　　 1  0

0010 00Q

〆
0

0000

0 0 0 1 11 ．0 1 1

‘
王林

’

〔非 照 射）

1999　　 　 92

2000　　　100
2001　　　 98
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’DNA マ
ー

カ
ー

に よ る S 遺伝子型 か ら判定
y 他 家受 粉 で 得 られ た 果実 由来 の 実生 も含 まれ る
X 一

は 結実果無 しの ため 数値な し

’ヤ
nt は DNA −

7 一カ ー
に よ る S 遺伝子型 の 判定 を行 っ て い な い の で 数値 な し
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第 2表 　
’
王林

’
の 各受 粉様式の 違い に よ る結実状況

処 理 条件

〔すべ て 被 袋）

供試　結実 結実率　単為 単為 結果 率
Z

花数 　 果数 　 （％ ） 結果数　　〔％〕

除雌，除雄，無授粉　 80　　 36　　45　　 36

除雄，　無授粉　　　　　　50　　　　36　　　　72　　　　36

「徐雄，　自家授粉 　　50　　46　　 92　　46

100100100

Z

い ずれ の 区もす べ て 無種子の 単為結果に よ る結実果 で あ っ た

第 1図　
LE

林
’

の授粉試験で 得 られ た結実果 の 状 況

　　　 A ：

‘
王 林

’
の 自家授粉試験 で 得 られた結実果，満開

　　　　　5  日後の 収穫果の 種子 数調 査，種 子 の ない 煎為結

　　　　　果が多い

　　　 B ：

‘
王 林

’
の 単為結 果性 に 関す る授粉試験で結実 した

　　　　　各試験区の 果実 ；〔満開後 30 日の 収穫果実，且：除

　　　　　雌 。除雄 ・無受粉区
，
2 ： 除雄 ・無受粉 区．3 ： 除

　　　　　雄 ・自家受粉 区）

3　獲得種子 の胚培養および後代実生の DNA マ
ーカーに よ

　 る S 遺伝子型の判定と自家受粉由来お よび他家受粉由

　 来個体 の 識別

　1 の 試験 で 結実し た果実 の 種子 の 中 か ら， 形態的に健全

な種子 を表面殺菌して胚 を無菌的に 摘出 し，胚培養を行 っ

た．培養方法 は MS ホ ル モ ン フ リ
ー寒天培地 （8　g ’L1　Bacto−

Agar
，
309 ・L

−1
シ ュ

ーク ロ ース 添加）に 移植 し て，斗
・C の 低

温室 で 60 日間の 低温処理後 に 25°C の 培養室 に 移し，30H

後に 発芽率を調査 した ．これ らの 目杢培養に よ り得られ た 発

芽個体 を鉢上 げ し て，後代実生 を育成 した．

　得 られ た後代実生 の う ら　
‘
ふ じ ，

‘
王 林

’
の 全個体に つ

い て 識別 調査 を行 っ た ．ま ず，幼葉 0．Ig か ら改変 CTAB 法

に よ り DNA を抽 出 し，　Jansscnら （1995）の 報告に 基づ き，

S1，S2，亀，　S5，　S7，　S，，　S24遺伝子 DNA マ
ー

カ
ー

の 有無を調査 し，
S 遺伝子型を決定 した．次に こ れ らの S 遺伝子型を母本 と

比較 して ，母 本 と異 な る S 遺伝 子 を検出 し た 個体 を 他家受

粉由来個体 と判定 し， そ れ 以外 の 佃体を 自家受粉山米個体

の 可能性 が 高い もの として 選抜 した．

　選抜個体 の 中 に は ，半数体や そ の 自然倍加 個体 が 含 まれ

て い る可能性 が あ る た め
，

フ ロ
ー

サ イ ト s ト リーに よ る倍

数件判定 を行うと と もに，
‘
ふ じ

’

で は ヘ テ ロ で 存在す る

RAPD マ
ーカ ーの 出現頻度を調査 し た．な お ，フ ロ ーサ イ

1・メ ト リーに よ る倍数性判定は （株）池田理化 に 委託 し，

Partec社製 Ploidy　Analyzer （PA 型） に て測定した，

結果および考察

1　リン ゴ
t

ふ じ
’
，

’
王林 および

‘
恵 3品種の 自家受粉

　 に よる結実率お よび種子数の 調査 ：

　 リ ソ ゴ
‘
ふ じ

’
，
‘
王林

’
お よび 憲

’
3 晶種の 自家受粉 を

行 っ た 結果 ， 第 1表に 示 す よ うに そ れ ぞれ の 晶種，組み 合

わ せ で 結実果 が 得られた．
‘
ふ じ

’
で は試験年次お よ び処理

条件 （照射条件） に よ っ て 結実数 に 差が 認 め られ た が，全

般的 に 結 実数 は 少 な か っ た．す なわ ち，1998年 に は 0．2kR ・

min
−1
，20　kR の X 線照射花粉 の 自家受粉試験区で の み 2果，

1999年 に は 非照剔試験区で 5 果 の 結実 が 認め られ ただ け

で ，そ の 他 の 試験 IX：で は 両年 と も結 実 が 認 め られ なか っ た ．

2000 年 に は非照射区お よ び 照射試験区 い ず れ の 試験区で

も結実が 認め られ，それぞれ 1〜4 個結実 した，2001 年に

は い ずれ の 試験区で も結実が 認 め られず，4 年間 の 平 均結

実率は 0 〜4．5％ で 低 か っ た．また ，

‘
ふ じ

’
の X 線照射花

粉受粉 に よ る結実率の 向 Hは 認め られなか っ た，

　
‘
王林

’
（3年間）及び

‘
恵
’

（2 年問）で は それぞれ，16

〜35果 と 20 〜24 来と結実果が 多く得 られ，それぞれ結突

率も 16．3 〜38％，40 〜48％と高か っ た （第 1表）．なお，
‘
工林

’

の 自家受粉で は 3 年間とも高い 結実率 を示 した，王

林
’

の 自家和合性に 関す る 報告例は 少ない が，本試験の 結

果か ら こ の 品種の 自家結実性の 高さが 明らか に なっ た，

　上記 の 自家受粉試験 に よ り得られ た 結実果 の 種子数を調

査 した 結果，第 1表 に 示 す よ うに
‘
ふ じ

’
の 試験区 の 1998

年 X 線照創 20kR 区で は 結実した 2 果か ら 15 個の 種子が

得られ た．し か し，2 果 の うち種 ∫数 が 12個 と多か っ た果

実 は，DNA マ
ー

カ
ー

に よ る S 遺伝子型の 判定結果か ら他家

受粉山来個体 で あ る こ とが 判明 し た ，そ れ を 除 くと，こ の

試験区 で の 11 当た りの 種子数は 3個 で あ っ た．そ の 他 の

試験区で は，他家受粉由来個体 も種子数が 少 な か っ た が，

それ ら を除い た 種子 数 は 1果あた り 1 種子 で あ っ た．

　
一

方，
‘
王 林

’
で 得 られた 結実果 は試験 した 3年問 と も

に，そ の ほ と ん どが単為結果 した果実で あ り，無種子果が

多か っ た （第 1図，A）．な お，
‘
恵
’

で は
‘
lll！＊

’
に比 較す

る と，単為結果数は 少 な く，得 られ た 種子は 1果当た り 2，9
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

30 斎藤　彰 ・深沢 〔赤 田）朝子 ・五 十嵐　恵 ・佐藤　耕 ・鈴木止 彦

〜3，gf固と多か っ た，

　一
般 に 自家受粉で 得 られ た 果実 の 種子 敬 は 放 任受粉 の 場

合に 比較 して 非常に 少ない 〔齋藤ら，1987；山 田 ら，1971）．

小森 ら （1999）は 結実率と果実内種子数 を指標とし て，結

実率 30％ で 種 丁数 3 個 以上 の もの は 自家和合性品種で ，結

実率 20 〜30％ で種
．f’tw　12〜3は 自家和合と不 和合 の 混合

領域，結実率 20％以下 で 種子数 L2 個以下 は 自家不和合 と

規 定 して い る．今 回 の 試験 に お い て も　
‘

ふ ゼ　の 自家受粉

で得られた 結実果 の 種子数を平均す る と 1．0 個，
‘
恵 で は

平均 2．9 〜3．9 個 で あり，既報の デー
タ と

一
致 し てい た．し

か し，
‘

王 林
’

で は 種子 の ない 単為結果 の 割合が 89％以上

と高 く，種 」
：

数 は 非常に 少なか っ た．

2　受粉様式の違い に よる
’
王林

’
の 結実調査

　 リ ン ゴ の 自家結実性を論ず る場合，その 要困 と して 白家和

合性，単為結果性 の 他に
・
部 の 3倍体野生 種．lfalus　hwpehens　is，

．Vaius　tθrigoides に 認め られ る ア ポ ミ ク シ ス 性 の 高さ （石山

ら，1987）も考慮 しな けれ ば な ら な い．自家和合性 もア ポ

ミ ク シ ス 性 も種子形 成 が 認 め られ る こ とか ら，種了形 成の

ない 単為結果性 と容易に 区別で きる．そ こ で
， 本試験で は

‘

下 林
’

の 受粉様式の 違い に よ る結実状況 に 関 し て 試験を

行 っ た，そ の 結果 第 2 表に 示す よ うに 1除雌，除雄，無受

粉」処 理 に お い て も45％ と高い 結実率 を示 し，「除雄，無受

粉 ．お よ び 1除雄，自家受粉」2 試験区で もそれ ぞれ，72％

と 92％ と高 い 結実率を示 した が，い ずれ も無種子で あ り，

単為結果に よ る 結実果で あ っ た，

　 こ の よ うに ，
‘
干 林

｝
の 自家結実率の 高 さ は 自家和合性や

ア ポ ミ ク シ ス 性に よ る もの で は なく，自動的 お よび他動的

単為結果性 に よ る こ とが 明 らか と な っ た （第 2 表）．なお ，
一
除雌，除雄，無受粉区」の 結実果が 他 の 試験区の 結実果 に

比較して 非常 に 小 さか っ た が （第 1 図，B），これ は除雌処

理 に よ る影響が 人ぎか っ た た め と思わ れ た．

3 獲得種子の 胚培養および後代実生の DNA マ ーカーに よ

　　る S 遺伝子型の判定と自家受粉由来お よび他家受粉由

　 来個体の 識別

　 リ ン ゴ の S 遺伝子型ぱ こ れ ま で 交配 や系統図をもとに 推

定され て ぎた が （小森 ら，2001），野外の 交配試験 で は 曖昧

さが 残 る．∫anssen ら （1995）は，リン ゴ 品種の 5 つ の S複

対立 遺伝子 群 に 特異的 な DNA マ
ー

カ
ーを 設定 して，S 遺伝

子型 の 1司定を行い ，交配試験 の 結果 と合 わせ て 比較し，こ

の 方法が S 遺伝了型の 同定に 有効である こ とを示 した，そ

の 後，北原 ら q997） ば 国内の 品種 に お い て も こ の 方法が

右効 で あり，試験に 用 い た 品種 の S 遺伝子型 の 同定を 行 っ

て い る．さ らに，深澤 （赤 田） ら （2002）は 国内主要品種や

新規 育成 品種等 の S 遺伝子 型を 決定 し，受粉親和性の 判定

に 応用 し て い る．

　 1の 試験 で 得 られた 結実果 か ら種 」
二

を採取し，胚培養を

行 っ た 結果，ほ とん どの 種子か ら後代実生が得られた （第

1表）．そ こ で，これ らの 後代実生 の うち
’
ふ じ

’
，
‘
王林

’
は

k個体 に つ い て，DNA マ
ーカー

に よる S遺伝
．
∫型 お よ び 自

家受粉山来個体 の 識別を行 っ た ．その 結果，第3表に 示す

よ うに，
‘
ふ じ

’
の S 遺伝子型は SiSpで あ るが，1998 年 の

20kR 照射試験区で 結実 した 果実2 果の うち，結実果 No ．2

の 種f 由来 の 8個体は S 遺伝 fが
‘
ふ じ

’
に ない S2あ るい

は S3を有 し て い る こ とか ら，
‘
ふ じ

’
と他品種 〔S2S，，）と の

交雑 に よ る もの と思わ れた．一
方 ， 結実果 No ．1由来 の 3

個休に つ い て は系統 1−1お よ び 1−2 で ば Sg の み，系統 1−3

で は S］
の み が 認め られ，自家受粉 の 口∫能性や半数体又 はそ

の 自然倍化個体 の 可能性 が示唆され た．

　 こ の 識別法 に 従 い ，残 りの 後代実生 に つ い て も検討 した

結果，1999年非照射1メ：の 結実果 No．　4 由来 の 2 個体 ぽ S3 の

S 遺伝子 を 有 して い る こ とか ら，他晶種 と の 他家受粉 に よ

る もの と思わ れた．本実験 で は
， 開花前 の 閉 じた花 を用 い

第 3 表 　
囁
ふ じ
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お よ び

‘
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．
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第 4 表　
‘
ふ じ

’
の X 線照射花粉 の 自家受粉試験 で得 られ た後代実生の 倍数性 判定 と DNA マ ー

カ
ー

出現率

　 占占種　　　倍数性 S 遣伝 子型

後代実生 No
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 DlICI2

プ ラ イマ
ーz

／マ
ー

カ
ー｝

DU 　D97 　 Dl2Bbl3 　 Dl2Cl2D12C41 　 D12D30 　 Dl3C48

Dl 、l　 RO ．3　 DO ．9　 RO ，5　 　Rl．l　 DLI 　 RO．4　 RO．8　 RO，4　 DO，9　 R2．2　 D〔｝3

マ
ー

カ
ー

出現率
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7

卜記番 nl−　DllC12 等の 2 プ ラ イ マ
ー

を 使川 し て，PCR 反応 を行 っ た際 に 現 われ る多型 の なか で マ
ーカ ーと し て利 用 で き る もの

y
’
ふ V

’
の 両親は 囮光

’
と　

‘

デ リシ ャ ス

1
で あ るが，D は

‘
デ リ シ ャ ズ 由米の マ

ー
カ
ー，　 R は

‘
国光

’
由来 の マ ーカ ーで

Dl．1，　 RO．3等 の数値は 出現 マ ーカーの サ イズ で Kb を表 して お り，
‘
ふ じ

’
で は ヘ テ ロ で 存在 して い る．

袋 か け等 の 他家受粉 を 防 ぐ乎段 を 講 じ て い る に もか か わ ら

ず，得られ た後代実生 の なか に は S 遺伝子型か ら他家受粉

由来 と識別され る も の が 認め られ た こ とか ら，野外で の 交

雑試験 で 自家結実性 の 高低 を判 断す る 難 し さが 再 認 識 され

た，し か し，
こ の よ うな自家受粉試験に お い て DNA マ

ー

カ
ーを用い た S 遺伝子型 の 判定に よ り，他家受粉由来個体

を識別す る 方法 の 有効「生が 示唆 された，

　同様に，
‘
土 林

’
の S 遺伝子型 は S2S．で あ る が，

‘
工 林

’

の 後代実生 の 中で S3ある い は S
り
を有 し て い る個体 は他品

種 との 他家受粉個体と した （第3 表）．今後は DNA マ
ー

カーに よ る解析途中 の 　
‘
恵
’

の 後代 実 生 に つ い て 解析 を 行

う予定 で あ る，

　小森ら （1997）は
‘
ふ じ

’
（1 個体）と　

‘
恵
’

（23 個体）の

自家受粉由来の 後代実生 の 中か ら S 遺fU，r一型 ホ モ と思わ れ

る
‘
ふ じ

’
由来 〔SISI）個体 と　

‘
恵
’

由来の （S，
Sz）2 個体

お よ び （SgSg）1個体を選抜して い る．本実験に お い て も得

られた 後代実生 の 中 に S 遺伝子型 を片方だ け持っ て い る個

体が 認め られ て い る、そ こ で，こ れ ら の 遺伝子型や特性解

析の 基礎試験として
，

‘
ふ じ

’
の 1998年の 放射線照剔花粉の

自家受粉で 得られ た後代実生 の うち，自家受粉山来個体 と

した 3 個体と他家受粉由来個体 と した 8 個体 に つ い て
，

フ

卩 一サ イ ト メ ト リーに よ る倍数「生判定を行 っ た （第 4 表），

　また，
‘
ふ じ

’
の 両親 で ある，

‘
デ リシ ャ ズ と

‘

国光
’
由

来 の DNA マ
ー

カ
ー

で
‘
ふ じ

’
で は ヘ テ ロ で Hr　 r現す る RAPD

マ
ー

カ
ー

の 出現頻度を調査 した （第4 表）．

　そ の 結果，供試 した 11個体 の 倍数性 はすべ て 2n の 2倍

休を 示 し，半数体は 認め られ なか っ た ．自家受粉由来個体

の RAPD マ
ー

カ
ーの 出現 頻度 は 理 論 H9112を示 す と考 え ら

れ るが，供試した 3 個体の うち 1個体が 9〆12 で，残 りの 2

個体は 出現頻度が 6112で半数体由来の 自然倍加 個体 の 可能

性が ある、他家受粉由来8 個体の RAPD マ
ー

カ
ー

の 出現頻

度 は 3！10〜9〆12と個体毎 に バ ラ ソ キ が認め られ，それぞ

れ の 花粉親 の 遺伝子型 の 違 い に よる影響 と思わ れた．

　我 々 の 得 て い る 自家受粉由来 と し て 判定 し た個休群が，

実際に 自家受粉 に よ る もの か
， 半数体 の 配偶子 が倍加 した

もの か は，優性 マ
ー

カ
ーで あ る RAPD マ

ー
カ
ー

で は判定で

きず，共優「生マ
ー

カ
ー

で あ る SSR マ
ー

カ
ー
等 を 用い た 調査

が 必 要に な る．共優性 マ
ー

カ
ー

で あ る SSR マ
ー

カ
ー一

に つ い

て ，我 々 は リ ン ゴ で効率 よ く SSR遣伝千 型 を判定す るた め

の 方法を確立 し，
‘
ふ じ

’
を 含む 多 くの 品種 ・系統 の SSR

遺伝子型大量解析を 行 っ て い る （阿部ら，2005）．ま た，1司

じ く共優「生マ
ー

カ
ー

で ある リ ン ゴ CAPS マ
ー

カ
ー一

につ い て

も開発し て い る の で （五 十嵐ら，2001），今後の 後代実生の

遺伝 r型の 解析等に は こ れ ら の 共 優性 マ
ー

カ
ーを 利用 す る

予定で あ る．

　 さらに ，自家受粉 由来個体 と し て選抜 した
‘
ふ じ

’
と

‘
王

林
’

の 後代実生 の 生育や 形態的 な特 性 に つ い て の 調査を

行 っ た結果，
‘
モ 林 で 得られた 実生 は ほ とん どの もの が同

程度の 生育を 示 した，しか し，なか に は 非常 に 生育の 旺盛

なもの が 1 系統 生育が 非常に 悪く節間 がつ ま り，葉 の 形

態も異常で 柳葉状を呈 し て い る もの が 1系統認 め られた．
‘
ふ じ

’
で 得られた 実生 は牛育 の 悪い 系統が 2系統認め られ

た （デ
ー

タ 省略）．こ れらの 生育異常が 倍数性 の 達 い に よ る

もの か 個体変異に よ る もの か 今後，確認す る．

摘　　要

　本試験 で ぱ 1998年
〜2001 年 に わ た り，自家結実率 の 高

さ に 違 い の あ る 3 品種を 用い て 自家受粉試験を行 っ た．
‘
ふ

ビ で は花粉 に X 線を 急照射した花粉 を 自家受粉す る試験

区も設けた．自家受粉 に よ る結実数 の 凋査 を した 結果，
‘
ふ

N 工工
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じ
’

の 白家受粉試験区で は ， 令般的に結実数は 少ない 傾向

で あ り，4 年間の 結実率 は 0 〜45 ％ で あ っ た．
‘
王 林

’
お

よ び
‘
恵
’

の 自家受粉試験区で は それ ぞ れ，16〜35 果 と

20 〜24 果 と結実果 が多く得られ，それ ぞれ結実率も 16．3
−一

　38％，40 〜48％ と高か っ た．ま た，X 線照射花粉 の 自

家受粉 で も結実率 の 向 Lは認 め られ な か っ た．

　結実果の 種子数 を調査 した結果，そ れぞれ差が 認め られ
‘
ふ じ

’
は

‘
恵
’

よ りも少なく，
‘
王林

’
の 結実果の ほ とん ど

は種子の 無 い もの が 多か っ た，
‘
王 林

’

の 受粉，無受粉試験

を行 っ た 結果 ，
い ずれ の 試験区 で も高 い 結実率 を示 し た が，

内蔵する 種子 は すべ て 退化 して い た．こ の 様に
‘
⊥林

’
の

白家結実率の 高さ は 自動的単為結果性の 高さ に 加えて，受

粉 の 刺激 に よ りさ らに 単為結実率が 高 くな っ た こ とが 明ら

か に な っ た．

　なお，受粉試験 で 得 られた 結実果 か ら種子を取 り出 して ，

胚培養を 行い 多数の 後代実生を得，こ れ らの S 遺伝了
・
に 特

異的 DNA マ
ー

カ
ー

に よ りS 遺伝子型 の 判定を行い ，自家

受粉由来個体 と他家受粉由来個体を識別 した．これ らの 後

代実生 は 温室 で 育成 して い るが，なか に ぱ生育異常を示す

個体も認め られ た，
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